
 
「学校給食費の完全無償化を伊勢崎市でも早く」 
       ―新日本婦人の会が市長・教育長に陳情書提出、懇談 

 

新
日
本
婦
人
の
会
伊
勢
崎
支
部
・
境
支
部
・
赤
堀
あ

ず
ま
班
は
、
と
も
に
子
ど
も
の
学
校
給
食
費
無
償
化
の

運
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

５
月
７
日
に
は
、
「
今
年
の
夏
前
に
は
給
食
無
償
化

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
し
た
い
」
と
議
会
答
弁
し
て
い

る
臂
市
長
と
、
教
育
委
員
会
を
代
表
す
る
教
育
長
に
対

し
て
３
項
目
の
陳
情
書
を
提
出
し
、
懇
談
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
議
員
団
が
同
席
し
ま
し
た
。 

３
項
目
は
、
「
①
学
校
給
食
費
の
早
期
完
全
無
償

化
、
②
地
産
地
消
の
野
菜
の
利
用
を
進
め
る
、
③
県
が

半
額
持
つ
よ
う
に
県
の
制
度
化
を
」
で
し
た
。 

県
内
で
は
こ
の
間
、
無
償
化
の
取
組
が
大
き
く
進

み
、
伊
勢
崎
市
の
対
応
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。 

新
婦
人
伊
勢
崎
支
部
の
石
原
素
子
支
部
長
は
、
「
５

月
５
日
子
ど
も
の
日
に
華
蔵
寺
公
園
で
行
っ
た
給
食
費

無
償
化
の
署
名
行
動
で
は
、
署
名
し
た
い
人
が
列
を
作

る
ほ
ど
の
大
き
な
反
響
が
あ
り
、
１
時
間
足
ら
ず
で
１

９
８
筆
集
ま
り
ま
し
た
。
伊
勢
崎
市
周
辺
の
太
田
市
、

玉
村
町
、
み
ど
り
市
は
完
全
無
償
化
に
踏
み
切
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
間
、
高
崎
市
が
来
年
度
か
ら
第
２

子
以
降
無
償
化
、
第
１
子
１
割
補
助
と
い
う
方
針
を
発

表
し
、
今
年
２
月
の
市
長
選
で
給
食
費
無
償
化
を
公
約

に
掲
げ
た
新
市
長
が
誕
生
し
た
前
橋
市
は
中
学
生
無
償

化
を
６
月
か
ら
実
施
す
る
と
の
こ
と
で
す
。
高
校
生
世

代
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
で
は
、
伊
勢
崎
市
は
県
下
で

最
も
遅
い
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
給
食
費
に
つ
い
て
は

そ
う
い
う
こ
と
の
無
い
よ
う
に
、
早
急
な
実
施
を
求
め

ま
す
。
」
と
語
り
ま
し
た
。 

臂
市
長
は
、
「
高
崎
市
が
実
施
の
方
針
を
出
し
た
こ

と
で
、
市
長
会
と
し
て
県
に
実
施
を
強
く
迫
る
こ
と
が

で
き
る
条
件
が
と
と
の
っ
た
。
始
め
る
と
後
戻
り
で
き

な
い
施
策
な
の
で
、
予
算
を
確
保
で
き
る
か
ど
う
か
を

し
っ
か
り
検
証
し
な
が
ら
進
め
た
い
。
」
と
語
り
ま
し

た
。
三
好
教
育
長
も
「
こ
れ
ま
で
も
努
力
し
て
き
た

が
、
今
後
も
地
産
地
消
を
大
い
に
進
め
た
い
。
」
と
答

え
ま
し
た
。 

（
写
真
右
か
ら
三
好
教
育
長
、
臂
市
長
、
石
井
境
支
部

長
、
石
原
伊
勢
崎
支
部
長
） 


